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はじめに

私からは，3D プリンタがある社会の展望という

テーマでお話させていただきます。私が実際にものを

作っているわけではなくて，そのようなものづくりの

サービスとかベンチャーがやっている現場に近いとこ

ろで，私は法律家として関わっているので，その視点

から皆さんに少しお話ができたらなと思っておりま

す。

私は弁護士をやっておりまして，昨年独立したばか

りで，それまで東京の丸の内の事務所に勤めておりま

した。主に映像や音楽，あとはソフトウェアやウェブ

コンテンツ，そういったコンテンツビジネスと呼ばれ

る会社，あとは建築や不動産分野などの仕事でご飯を

食べています。いわゆるものづくりとかクリエイティ

ブというところに近い仕事が多いものですから，美大

などで知的財産法を教えたりしています。また，いろ

いろな課外活動をしていまして，「Arts and Law」と

いうクリエイターに無料で法律に関する相談や情報提

供を行う NPO 代表をやっていたり，Creative

Commons という著作権の新しい考え方を広げるため

の日本法人の理事をやっております。

あとは，今日一番関わりが高いのが，FabLab Japan

という団体です。FabLab というデジタルファブリ

ケーションを介したものづくりのネットワーク，また

はそういう器材を有した市民工房を世界中に作ろうと

いうムーブメントの団体にも所属しておりまして，そ

の関係でわりと個人のものづくりとか，ベンチャーの

ものづくりとか，そういったビジネスやカルチャーに

関わる機会が増えております。私からは，ビジネス的

な視点というよりは，現場でどういうことが起きてい

るのかとか，ものづくりのカルチャー，文化が今後ど

うなっていくのかということについて，法律家の立場

からお話しさせていただけたらと思います。
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3Dプリンタがある社会の展望
〜法律家の視点を交えて〜

個人やベンチャーのものづくりといった現場に近いところで関わっている法律家の視点から，ものづくりの

カルチャー・文化が今後どうなっていくのかについてお話したいと思います。

3Dプリンタがビジネスに与える影響としては，「既存の製造業に与えるインパクト」と「個人のものづくり

に与えるインパクト」があり，特に後者の「個人に潜在する創造性の誘発」が期待されます。

法律家が知財管理の保護フェーズだけに注力していた時代は終わり，どう活用していくかに頭を絞る必要が

あります。インターネットが広く普及している社会とはいえオープン化だけが正しい選択ではなく，オープン

とクローズドのバランスを図ること，すなわち戦略的なオープン化（ライセンス・デザイン）が必要な時代に

なってきています。

要 約



１．個人のクリエイティビティを創発する

（１） 個人によるものづくり〜FabLab

私がFabLab という団体に関わるようになって 3年

ぐらい経つのですけれども，あまりこの分野で法律家

が関わっているということがなかったものですから，

わりと 3Dプリンタ関係で何かあるといろいろなとこ

ろでお話をさせていただく機会があります。普段は

3D プリンタにまつわる法律問題はどういうものがあ

るのかとか，そういう法律論とか，あとはライセンス

の仕組み，そういったことを解説する機会が多いのです

が，今日は文化について触れてくれというオーダーがあっ

たので，ちょっと普段とは違うスライドを使っています。

3D プリンタに限らず，デジタルファブリケーショ

ンと呼ばれるレーザーカッターやかミリングマシン，

などのデジタル工作機械が低価格で個人に提供されや

すくなってきている時代になってきています。個人に

よるものづくりやものづくりのカルチャー・文化とい

うものを考えるときに私が最初に思いつくのが，テレ

ビの話です。

私が幼いとき，幼稚園とか小学校の時代というの

は，テレビとかが故障すると，父親が自分で裏を開け

ていじったり，改造して直したりしていました。うち

は父が車関係だったものですから，車を修理すること

等が平気でありました。私はそれを手伝ったり，横で

見ていたりして楽しんでいたわけですね。ただ，最近

になりますと，例えばテレビでいうと液晶テレビと

か，冷蔵庫でもなんでもいいのですけれども，裏を見

ると，「危険」とか「改造できない」とか，そういった

シールが貼ってあります。これは PL 法や保険の問題

といったいろいろな問題もあり，こういうことになっ

ています。これは果たして人類にとって進化なので

しょうか（進化論を振りかざすつもりもないのですが）。

我々は，例えばうちの父親と比べると，ものづくり

の力は明らかに落ちているような気がするのですね。

それはなぜなのかというと，やはり今我々が使ってい

る機械のことを何も知らなかったりとか，開けて見る

機会がなくなったりとか。今日いらっしゃっている

方々の中にはエンジニアの方がたくさんいらっしゃる

と思うので，そういう方はもちろん非常に高い技術力

を持たれていると思うのですが，本当に一般層，特に

エンジニアとかではなく，私も文系ですし，そういっ

た人にとって，やはりいろいろな機械というものがア

ンタッチャブルになっている。それによって僕らは機

械に対して非常に距離感を感じてしまっているし，や

はり改造したり中を開けたりしないと愛着も持ちにく

いという状況があるのではないかと思います。

3D プリンタ，その他デジタルファブリケーション

というものが一般市民にも手が届くようになってくる

ことによってどのようなことが起きるのかというとき

に，機械やものづくりから離れてしまった個人がその

距離を近くすることにより個人に潜在するものづくり

の能力をこの機会に爆発的に伸ばすとか，個人のクリ

エイティビティを創発する機会になるのではないか，

そういうふうに期待しています。

私が所属しているFabLab というところは，そうい

うデジタルファブリケーションを備えている市民工房

というものを世界各地に作って，それを世界的にネッ

トワークしようという団体です。まさにここに来て，

例えば日本で今 10 箇所ぐらいあるのですけれども，

地域のおじさん，おばさん，学生とかがそこに集って，

3D プリンタとかレーザーカッターとかを動かして，

自分の作りたいものとか，自分の持っているものを修

理したりとか，そこで新しいものが生まれたりとか，

という新しいものづくりが起こり始めているわけです。

（２） その他のものづくりサービス

3D プリンタがある社会の展望〜法律家の視点を交えて〜

パテント 2014Vol. 67 No. 15 − 129−



私は 3 年ぐらい前から FabLab に関わるようにな

り，その 3年間にさまざまなものづくり系のサービス

というものが出てきました。，その顧問などの仕事で

関わらせていただく中で，いろいろなサービスを見て

います。例えば，rinkakという日本のサービスも，昨

年（2013 年）に設立された会社で，ウェブサイト上で

さまざまなデザイナーとかものづくりをする人から，

CAD データとか 3Dモデリングデータをネット上で

納入してもらう。そして発注してもらって，それを

3D にプリンティング等して商品として返し，さらに

ここのサイトで販売までできるというウェブサービス

です。まだ，アクセサリーとかフィギュア類が多いの

ですが，最初は，個人がデータを発注し，それが人気

になって会社を設立して，大企業とコラボレーション

したりすることがが生まれ始めています。rinkakと

いうのは，アメリカの Thingiverse とか Shapeways

というサービスなどをモデルにして，それを日本に

ローカライズしているサービスです。

もう 1 つWEMAKEというウェブサービスを紹介

します。これは，その名のとおり，みんなで作ろうと

いうサービスです。アメリカには Quirkyという同様

のサービスがあります。アイデア，労働力，発想を持

ち寄って，さまざまなフェーズでたくさんの人がクラ

ウド上でコラボレーションすることで，新しいいろい

ろなものづくりをしていこうというサービスです。こ

れはまだ販売までは至っていないですが，実際に人気

が出た商品については，日本の製造業者と提携しても

のづくりをしています。

3D プリンタが何に関係あるかというと，rinkakは

まさに 3D プリンタを活用しているのですが，

WEMAKEもわりと 3Dプリンタを活用しているもの

づくりというものが多いです。単純に 3Dプリンタを

製造したり，それを使って事業をするというだけでは

なくて，このように 3Dプリンタとかデジタルファブ

リケーションが，個人のクリエイティビティを触発し

ていろいろなものづくりにつながっているという意味

で，ご紹介させていただきます。

3D プリンタが直接関係あるわけではないのです

が，個人によるさまざまなアイデアをクラウドファン

ディングするというサービスで，これも私の顧問会社

なんですか zenmono というサービスがあります。ク

ラウドファンディングということで，様々なアイデア

が小口の出資を募っているのですが，非常にユニーク

な商品がたくさん出ています。クラウドファンディン

グと言うと，ただネット上でお金が集まる冷たい関係

というふうに思われそうですが，このサービスはすご

く人力というか結局，クラウドファンディングするこ

とで，ここでいろいろなネットワークが生まれること

によって盛り上げを作っているんです。実際に会った

り，イベントを開催したりして，日本の主に中小企業

が非常にうまく，自社のコンテンツや開発商品を生み

出す場として機能しています。さまざまなメディアな

どにも取り上げられています。

北九州のハンガーの製造メーカーであるマルソー産

業というところが新しく始めた Geeks というものづ

くりのアイデアを共有するサイトは，WEMAKEなど
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にちょっと近いかもしれません。ただ，マルソー産業

の場合は，クラウドファンディングとアイデアソース

サイトとの組み合わせが特徴と思います。日本の製造

業が新しいものづくりにトライしているケースと言え

ます。

趣旨はちょっと違うのですが，岐阜県の IAMASと

いう大学院大学と共同研究でやっているプロジェクト

があります。

ソフトウェアの世界ではハッカソンと言って，1day

とか 2dayとか短い時間でプログラマーたちが新しい

ソフトウェアを開発するお祭りみたいなイベントがあ

ります。それのメーカーズ版，ものづくり版というこ

とで，メイカソンというイベントが最近各地で行われ

るようになってきました。そのメイカソンで生まれる

さまざまな知財，アイデアをどう使っていくか，話し

合いの結果をどうするかということを，同意書の形で

参加者にはサインしてもらうのですけれども，その同

意書の雛形を一緒に開発して，それをネット上で

GitHub というバージョン管理システムを利用して公

開するという活動もしています。

ものづくりのいろいろなサービスや現場に立ち会

う，関わる，そこで起きている知財や契約やライセン

スそういったものを処理していたところ，今年の 1月

から総務省主催のファブ社会の展望に関する検討会に

呼ばれました。本検討会は，こういうデジタルファブ

リケーションが広く普及したあとの社会で，どういっ

た社会展望があるのか，どういった法的・社会的な問

題があるのかということについて，有識者を集めて検

討するという会です。本会に参加させていただいて，

ちょうど昨日か一昨日に，全 5回が終わって報告書が

公開されましたので，もし興味がある方は総務省の

ファブ社会検討会を検索してご覧いただければと思い

ます。

２．ファブ社会とは？

（１） 3Dプリンタが与えるインパクト

3D プリンタというのはバズワードというか，流行

りのワードになっていて，非常に言葉だけが先行して

います。どういった社会になっていくべき・なるべき

かとかそういったことはあまり考えられていないよう

な気がします。このムービーはFabLab という団体の

バルセロナ支部制作したものです。FabLab の祭典と

して年に 1回，FAB10という国際会議（第 10 回世界

ファブラボ会議）があり，バルセロナでちょうど来週

から始まります。バルセロナは市の政策として「Fab

シティ」という構想を立ち上げて，FabLab とかデジ

タルファブリケーションというものを大いに活用して

いくということを打ち出している非常に稀有な都市です。

日本でもファブ社会とかデジタルファブリケーショ

ンが広まったときに何が起こるのかという検討が始ま

りましたが，法律的な視点から行くと，大きく 3つの

争点があると思われます。1 つは，今非常に話題に

なっている，銃などの危険物の製造等に関する規制を

どうするか。2 つめは，広い意味で品質管理，そこに

は PL 法の問題とか，PL保険の問題をどうするかな

どの問題が含まれます。3 つめは，今日のメインの課

題である知財管理（創造，保護，活用），これらをデジ

タルファブリケーションが広まった以降をどうする

か，が課題としてあります。これは，総務省のファブ

社会検討会でも議論されました。

3D プリンタがビジネスにどういう影響を与えてい

くのかというところで，1つめのように，「既存の製造

業に与えるインパクト」というところも無視できませ

ん。ラピッド・プロトタイピングに利用されるとか，

マス・カスタマイゼイションに利用されるとか，あと

は市民の個人の力を一部研究開発に利用するというこ

とで，神戸大学の小川先生たちが研究されているユー

3Dプリンタがある社会の展望〜法律家の視点を交えて〜

パテント 2014Vol. 67 No. 15 − 131 −



ザー・イノベーションとか，そういったものはあるに

せよ，1番目の「既存の製造業に与えるインパクト」と

いうのは，既にもう 3Dプリンタなどの諸技術という

のはずいぶん前から開発されているので，これについ

てはすでに一定の程度影響を与えていると思います。

私が期待しているのは，2 番目の「個人のものづくり

に与えるインパクト」です。これはもちろん個人の創

造性，クリエイティビティという面もありますけれど

も，個人のものづくりをビジネスにどう役立てるかと

か，個人がいかにビジネスをしていくかとか，そう

いった視点も多分に含まれているのかなと思います。

そういうデジタルファブリケーションというものが市

民に普及するということを，ものづくりの民主化と

か，パーソナルファブリケーションという言い方をさ

れるところです。個人に潜在する創造性の誘発が期待

されているわけです。

（２） オープンソースの思想

先ほどの総務省のファブ社会検討会で参照された報

告書があります。2012 年にイギリスのビッグイノ

ベーションセンターというところがイギリス政府から

頼まれて報告書を上げたもので，�The Three

Dimensional Policy�で，3次元データとかそういった

ものの活用のポリシーを書いています。最初に大きく

�open-source ethos�というところに色をつけさせて

いただきましたけど，個人じゃなくて 3Dプリンティ

ング全般にオープンソースの発想が非常に大事と冒頭

に書かれています。もちろんその後に，openness と

returns on investment，投資に対する回収というもの

のバランスを図ることが大事だということも書いてあ

るのですが，まずもってオープンソースの発想が大事

だということが，他国の報告書にも上がっているわけ

です。

私ももともとFabLab に参加する前から，著作権の

新しい考え方であるCreative Commons とか，ソフト

ウェアプログラマーなどとの付き合いが仕事上でもプ

ライベートでもあって，オープンソースという発想が

ソフトウェア・コンテンツビジネスとかそういうとこ

ろに限らず，もうハードウェアの世界まで非常に広く

及び始めているなということを実感として感じています。

なぜオープンソースという考え方が今，非常に大事

になっているのかというと，インターネットの普及

後，インターネットを前提とした社会においては，著

作権とか特許とか意匠とかによってホールドするより

も，コンテンツとかハードウェア・ソフトウェアの力

を増幅・延命することにつながる場面がある，という

ことだと思います。必ずしも全部オープンにしろと

言っているわけではなくて，例えば著作権侵害で警告

書を送る仕事とか，特許で弁理士さんと組んでホール

ドしたり，商標だったら自分で出願もしますし，そん

なことも仕事としてたくさんやっています。そのた

め，全部オープンにすべきというわけではなくて，

オープンにしたほうが面白いし，戦略的に考えて，そ

のコンテンツにとって有利になる場合もあるのではな

いか，ということを申し上げたいわけです。

知的財産管理の創造・保護・活用のサイクルという

話がありますが，創造は非常に大事なのですけれど

も，今までやはり，ともすれば保護という段階が，法

律家，弁理士さんも含め弁護士も，重視されすぎてき

て，活用のフェーズというのがおざなりになってきた

のではないかと，私自身は考えています。今日，小玉

先生や菅田先生のお話でも，確かに保護は大事だけれ

ども，20年先を見て考えなきゃいけない，活用フェー

ズというものを考慮したうえで保護をちゃんと考えな

きゃいけないのではないかということを，やはりイン

ターネット以降，ますます感じる機会が増えていると

いうことです。
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最近，インターネット以降のコンテンツ，広い意味

でのコンテンツ，ものづくりも含めた意味でのコンテ

ンツづくりということで，非常に膝を打った意見が，

ニコニコ動画というサービスをやっている最近角川と

経営統合したドワンゴの社長の川上氏の本の中の対談

で言っている言葉「ネット時代に作ったコンテンツの

寿命を延ばそうと思うなら，二次創作を認めてソー

シャルで広がっていく仕組みを作らないといけない」，

「皆に二次創作で利用されたからといって，オリジナ

ル・コンテンツの持ち主のパワーが減るわけでは全然

なくて，むしろ逆です。従来の著作権以上の力を現実

に行使している」です。

これはコンテンツの話で言っている話だとは思うの

ですが，例えば，皆さんどれだけご存知かわからない

のですけれども，『初音ミク』とか，『くまもん』とか，

こういったものが非常に人気もありますし，経済効果

も生んでいて，世界中に日本の文化として広まり始め

ているというところを鑑みますと，こういうオープン

ソースのものづくり，オープンな文化というものが時

に非常に有効なツールになるということは，少しずつ

いろんな人が気づき始めているのではないかというと

ころです。

その 1 つのツールとして，著作権に関しては，

Creative Commons という国際的なライセンス，利用

許諾契約があります。CC は，自分の作品，うちの会

社が作ったコンテンツは，例えば商用利用しなければ

自由に使っていいよとか，名前さえ出してくれれば自

由に使っていいよとか，そういったことを表示する

マークです。一番左側の著作権，つまり All Rights

Reserved の状態と，いわゆる PD，パブリックドメイ

ンといって，誰もが自由に二次利用できる，公有のパ

ブリックドメインという領域の，100か 0ではなくて，

その間にさまざまなグラデーションがあるだろうとい

う Some Rights Reserved という考え方，これを提唱

していて，一応ライセンスとしては 6個用意されてい

るのですけれども，このどれかを自分に合う条件で

使って，インターネットなどを使って自分の作品を広

めていくときの意志表示のためのツールです。

（３） オープンソース・ハードウェアの潮流

これはあくまで著作権なのですけれども，もともと

ソフトウェアの世界から始まったオープンソースとい

う考え方が，コンテンツ，映像，音楽，写真などの分

野に広がって，オープンソース・ハードウェアという

潮流が少しずつ生まれ始めているところです。そのい

くつかの例を紹介します。

例えば，Nokia の携帯は，そもそも携帯の外側の 3D

データが公開され，自分で側をデザインしたり作り直

したりすることができるということをビジネス化して

いるひとつです。携帯の後ろに写っているのは

MakerBot 社のわりと安価な 3Dプリンタです。

次は Honda が，数か月前に過去の車の 3Dデザイン

をアーカイブして，誰もが落とせるようにしていま

す。ただ，これは商用利用禁止なので，あくまで教育

目的とか，（Honda のブランディングにもつながる話

ですが），3Dデータをクリエイティブ・コモンライセ
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ンスなどにつけて公開しているという例です。

Nokia と近いですが，ダイハツが『コペン』の構造

をオープンにして，ユーザーが外装を付け替えられる

サービスをすると発表した例もあります。

これはビジネスとは違って，知的財産権の創造・保

護・活用のサイクルの話ですが，google が 2012 年か

ら，google が持っているパテントを一部オープンソー

スとして開放するという試みをやっています。すべて

を開放しているわけじゃなくて，あくまで戦略的に

やっているわけです。本来特許というのは，公開され

て 20年経てば自由に使える，ある種のオープンソー

スの思想に基づいているわけですけれども，とは言

え，今日のお二方のお話にもあったように，いろいろ

特許の紛争というのが非常に苛烈になってきていると

いう状況において，google さんはいろいろな戦略的な

理由から，特許は取るのだけれども，防御目的でしか

特許を利用しないという場合もあります。こういう場

合にしか特許を行使しないぞ，と�Pledge�，宣言し

て，ある種のライセンスと同様の効果を生みだしてい

ます。そういうふうに宣言することで，google が持っ

ているライブラリとかも見られて，ザーッとオープン

にしている特許が見られたりもします。このように，

特許は取るけれども，防御目的にしか利用しないとい

うようなことをやっている例が出始めました。

これに追随したのが twitter 社で，やはりウェブ

サービスをやっている会社が多いわけです。もともと

オープンソースな思想から企業の成り立ちがあるとい

うところも多分に影響しているとは思いますが，

twitter も自分たちが持っているパテントというもの

を，Innovators Patent Agreement ということで，ラ

イセンスによって防御目的にしか使わないう特許を公

開しているという状況です。

皆さんもご存知の方が多いかと思いますが，最近，

Tesla という電気自動車のメーカーが一部の特許を

オープンソースにすると発表しました。こういう話を

すると，オープンソースにするなんて太っ腹ですね

と，そういう感想を持たれる方が多いのですけれど

も，実は全く違うと思います。オープンソースにする

ということを，彼らが太っ腹でやっているわけではな

い。もちろんベンチャーマインドとかソフトウェアの

世界には，オープンソースの思想によって自分たちが

伸びてきたというカルチャーはあるかもしれません

が，そうではなく，非常に高度な戦略を持って一部の

知財をオープンにしたり，クローズドにしたりという

差し引きをしているわけです。

こういったものに影響を受けてということではない

ですが，私も現場でオープンソースの発想を持ったク

リエイターやものづくりをするベンチャー企業などと

いろいろビジネスを考えている中で，著作権に関して

は，オープンライセンスとしてCreative Commons と

いうものが世界的に広まってはいるのですが，特許，

意匠，商標などの登録する権利については，オープン

にしたければ，そもそも出願・登録しなければいいと

いう考え方が今まで一般的だったのです。google と

か twitter，Tesla とか日本のものづくりのベンチャー

でも，とりあえず防御目的では取っておきたいのだけ

れども，一般に公開した方が自分たちの市場も広がる

し，どんどん面白いものも出てきて欲しいというニー

ズが，最近一定程度増えていることを感じています。

それで，FabLab の団体のチームの中で話し合って，

一応すでに実装もしているのですけれども，Open

Trademark License（OTL）とか，Open Registered

Rights License というようなものを考えています。こ

れはどういうものかというと，各企業が自由に自分た

ちの知財を各自の条件でオープンにし，それを 1つの

制度として，例えばCreative Commons みたいなマー

クとして，誰もが使えるようになったら，そういう

オープンな共創環境，共に創る環境の整備になるので

はないかということで考えている仕組みです。

あとは，3D プリンタ関係の仕事で関わったケース

として，オープンソースでうまく行ったなと思うの

は，これも若干コンテンツ寄りではありますが，

『Perfume』というテクノポップユニット，若い 3人の

女性がやっているアイドルユニットがあります。

『Perfume』がグローバル展開する中で昨年，一昨年

と，彼女たちの音楽と振付データをオープンソースに

して，世界中のクリエイターやファンに使ってもらう

ということで非常に話題になって，世界中にそのコン

テンツが広がったという例や，昨年は彼女たちのボ

ディスキャンデータ，人体のスキャンデータを若干粗

くして，あんまり精密にするといろいろ危ない問題が

出てしまうので，若干粗くして配布して，いろんな人

に 3Dプリンタなどを使ってフィギュアとかいろんな

ものを作って遊んでもらう，そういうことをやったり

もしました。

そこでやはり重要なのは，単にオープンにするだけ
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じゃなくて，機微情報や，個人情報もあるし，アイド

ルの知的財産というのは従来の考え方からいくと一番

厳格に守らなければいけないコンテンツだったりしま

す。そういうところでも，それを逆手に取って一部を

オープンにして，一部をしっかりクローズして，ビジ

ネス的に活用していくというようなことが，やはりイ

ンターネット以降，非常に求められているのかなと私

は思っています。

今日はものづくりのベンチャーの話ばかりしました

が，最近では大きな企業に呼ばれて，そういう戦略の

部分から携わる，もちろん中小企業もたくさんありま

すけれども，大きな企業もこういうオープンソースを

使ったものづくりというものに非常に興味を持ってい

て，ビジネスの初期段階から法律家としても関わらせ

てもらう機会が増えております。

３．これからのファブ社会

ちょっと雑駁になりましたが，ファブ社会ってどう

なるのか，結局何もわからない状況ではありますが，

こういう時代が来ればいいなと思っています。そこで

は，個人が伸び伸びと自らの創造性を発揮できる社会

になることを願っています。そういった時代における

法律家に何が必要なのかというと，ちょっとラジカル

に，今日は弁理士さんの会で弁理士不要論を唱えるつ

もりは全然なくて，私もいつも弁理士さんに助けても

らっていますが，ただ，そういう弁理士さんと話をし

ているのは，法律家が知財管理の保護フェーズだけに

注力していた時代はもう終わったと思います。先ほど

菅田先生から，20年先を見越して保護，特許を取ると

いうお話がありましたけれども，やはりどう活用され

ていくのかというところに非常に頭を絞る必要がある

と思いますは。私は，インターネット以降とはいえ

オープンだけが正しい選択とは全く思いません。必要

に応じた戦略的なオープン化，この法律とか契約，ラ

イセンスを使って，オープンとクローズドのバランス

を図ること，これが戦略的なオープン化ですけれど

も，私は「ライセンス・デザイン」などと呼んでいて，

ライセンスの設計ということですね。こういうところ

にも法律家は頭を絞らなきゃいけない時代になってき

ているのかなと考えております。

おわりに

今日お話ししたことは，FabLab の日本のとりまと

めをやっている田中浩也さんが最近出した新書で，

『SF を実現する 〜3Dプリンタの想像力』にももっと

詳しく書いてありますし，手前味噌ですが，一昨年に，

今日私がお話ししたようなオープンソースを活用した

ものづくり，ビジネスというものの世界的な潮流を紹

介した『オープンデザイン』というオランダの本の翻

訳，日本版の記事の執筆などを担当させていただいて

います。こんな本もあるので，もし興味を持たれた方

はご覧いただけたら幸いです。

以上雑駁になりましたが，私からの発表は以上とな

ります。ご清聴ありがとうございました。

(原稿受領 2014. 9. 11)
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